園だより　１２月　２０２０年　　　　　　　　丸山小羊幼稚園
小さな　小さな　クリスマス！
世界で最初のクリスマスは、世の中の誰も知らない出来事。

父ヨセフ、母マリアの子として、この地上に生れ出た赤ん坊。

その子はユダヤのベツレヘムの馬小屋、飼い葉桶の中に眠る。

この方こそが、“救い主イエスさま”
貧しく小さく、暗がりの片隅で生まれたもう。
うれしい知らせ！

夜空には無数の星が輝いていた。寒い、寒い夜だった。
星々の光の間から天使の声が響いたという。”クリスマス”の知らせは
野原で野宿していた羊飼いたちに真っ先に届けられた。
彼らは半信半疑で走り出した。御子イエスさまにお会いできたのだ。
とても幸せだった。勇気と力と誇りをもらって、羊飼いの仕事に
戻っていった。
不思議に輝く星に導かれて　　　
　　　　星の学者たちも、東の国からラクダにのってやってきた。
「あの星は何だろう？」その意味を問いながら、冒険の旅に出た。
そしてとうとう探し当てた。「この方こそが飼い葉桶に眠る嬰児、救い主」、彼らは大切に携えてきた宝物を捧げた。何日もかけて苦労した
永いつらい旅だったけれど、本当に良かった。彼らは喜びで心が満たされた。
そして今度は別の道を通って帰って行った。
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
むかし　むかし、二千年も前の出来事、星の輝く　静かな夜、救い主は貧しく、
小さく、この世の暗がりの中に生まれたもう。
そして今年も、私たちの暗がりの中に来たりたもう。
　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
★現代に生きる私たち、コロナ禍中にあって、いまだに戸惑い、時に不安を
　　　覚えながらの非日常です。でも何とか守られて１２月、やっとここまで来ましたね。
ありがたい事です。どうか　クリスマスの祝会は子どもたち、保護者の皆さん、
共に元気で迎えられるよう、切に願っています。
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

神は独り子を世にお遣わしになりました。その方によって

わたしたちが生きるようになるためです。ここに神の愛が

わたしたちの内に示されました。・・・・愛する者たち、
神がこのようにわたしを愛されたのですから、
わたしたちも互いに愛し合いましょう。
　　　　　　　　　　　　新約聖書ヨハネの手紙３章７～１２節
